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☆所属＝大久手メディカルサービス（株）訪問介護サービスセンターエル 

☆主な仕事の内容＝訪問介護 

☆ホームヘルパーをはじめた動機＝自分が自然体でいられて、相手の方にも喜んでもら

えるような仕事がしたいと思いました。 

 

 

「週に一度の森尾さんと会える日を楽しみにしてるのよ」と利用者の富田さん。「私も楽しみにして

いるんですよ」と、ヘルパーの森尾さん。二人が会話している様子はとてもほほえましく、明るい雰

囲気です。 

 

森尾さんは、ヘルパーを始めて約１年半。初めてヘルパー 

として働き始めた時から、富田さんとお付き合いをしています。 

「会話がお好きな方でよかった、自分の子どもくらいの年齢 

で、話が合うのよ」と、富田さんは週に一度しか会えない森尾 

さんと、一週間分のお話をされることを楽しみにしています。 

 

森尾さんは、ホームヘルパーの仕事を始めてから、人との 

出会いで教えてもらうことが多いそうです。 

興味のなかったことにも、興味を持つようになり、つきあう 

人や年齢の幅が広がりました。またお年寄りは大切にしなけれ 

ばならないと今まで以上に思うようになりました。 

コミュニケーションを大切にしている森尾さんは、とにかく 

笑顔が素敵です。その笑顔は誰もが笑顔になるパワーをもって 

います。このパワーが利用者さんとの信頼関係を築いています。 テキパキと仕事をする森尾さん 

 

「あなたが来てくれるから、元気が出たのよ」、 

「こうして一緒にお話ができて楽しいわ」という利用

者さんのうれしい言葉でさらに、パワーが増す森尾 

さん。 

 

  そして「何よりも自分に自信がもてるようになっ 

た！」と森尾さん。高齢になっても、仕事ができるこ

との喜びと自信は、ヘルパーをしていなければ感じる

ことがなかったと思っているそうです。 

 

 

 

明るい笑顔がハイポーズ！（右）（『利用者宅』にて） 



 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

   

自自分分ひひととりりででかかかかええここままなないいよよううににすするるここととがが長長続続ききのの秘秘訣訣  

濱崎
はまさき

 智恵子
ち え こ

 さん 
 
☆所属＝三井住友海上ケアネット株式会社 ゆうらいふ瑞穂 

☆主な仕事の内容＝訪問介護 

☆ホームヘルパーをはじめた動機＝子どもの手が離れて、外に出て、気分転換し

たかったため。 

 

  アットホームで明るい雰囲気の事業所に登録している濱崎さんは現在、１ヶ月に５０時間ほどヘル

パーの仕事をしています。事業所の方のお話では、濱崎さんは仕事を始めた１年半前に比べて、若く

なったようにみえるそうです。 

  

利用者さんからも「年が近くて、話も合うし、お仕 

事の内容は申し分ない」と、太鼓判です。 

濱崎さんは、利用者さんから聞く戦争などの昔のお 

話から教えられることが多いそうです。だから「ホー 

ムヘルパーの仕事を始めて、世界が広がりました」と、 

 

るく答えてくれました。 

  

 

と、濱崎さんからの言葉がありました。 

濱崎さんが登録している事業所「ゆうらいふ瑞穂」には、仕事のついでに事業所に立ち寄るヘルパ

ー

 

切な要素の一つで、質の高いサービスの提供につながってい 

ま

の方に、５０歳代後半から６０歳代のヘルパーについて、尋ね

みると、「年齢も近いこともあって、高齢の方の心をつかんでいて、 

 

 

濱崎さんは、常に新鮮な感覚で何かを吸収しようとし 

ています。 

そして、苦労したことは？と聞くと、「苦労の連続」と

明

 

 さらに、「長くこの仕事をしたい。長く続けるコツ 

は、何かあったらすぐに事業所に相談するようにして、

自分ひとりで抱えこまないようにすることだと思います」

 

さんが多く、気軽に事業所の方とお話ができる雰囲気があります。「ヘルパーは現場で貴重な情報を

把握してきます。その情報の中にはいろいろ事業所に言いたいこともあると思います。ヘルパーあっ

ての仕事なので、ヘルパーにとって働きやすい環境を整えることは当然、

事業所の責任だと思っています」と、事業所の方のお話がありました。

ヘルパーと事業所の連携がうまくいくことは、質の良いヘルパーを 

育てる大

す。 

 

 事業所

て

利用者さんのはじめの受け入れが良いです。一般的には高齢といわれる

年代の方ですが、長年の経験でいろんなことを知っているので、それを

ヘルパーのお仕事に１００％活かすことができると思います」と、高齢

のヘルパーに期待の言葉がありました。 

丁寧に部屋の掃除をする濱崎さん 

後方右が濱崎さん、左がサービス提供責任者の大園さん、前方が 

利用者さん（利用者宅にて） 




